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近
年
は
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
台
風
や
大
雨
に
よ

　
近
年
は
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
台
風
や
大
雨
に
よ

る
洪
水
被
害
、
高
温
障
害
な
ど
大
き
な
災
害
が
頻
発
し

る
洪
水
被
害
、
高
温
障
害
な
ど
大
き
な
災
害
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、

て
い
ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、

水
稲
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

水
稲
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
水
稲
共
済
で
は
、
加
入
時
に
引
受
方
式
を
選
択
す
る
こ

　
水
稲
共
済
で
は
、
加
入
時
に
引
受
方
式
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
加
入
者
の

と
が
で
き
ま
す
。
加
入
者
の
99
割
以
上
の
方
が
、
地
域
ご

割
以
上
の
方
が
、
地
域
ご

と
の
統
計
単
収
で
評
価
す
る
、
掛
金
の
最
も
安
い

と
の
統
計
単
収
で
評
価
す
る
、
掛
金
の
最
も
安
い
地
域
イ

地
域
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
に
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
農
家
ご
と
の
実
績
に
応
じ
た
手
厚
い
補
償
を
求
め
ら
れ

農
家
ご
と
の
実
績
に
応
じ
た
手
厚
い
補
償
を
求
め
ら
れ

る
方
は
、
農
家
ご
と
の
過
去
の
収
穫
量
を
基
に
、

る
方
は
、
農
家
ご
と
の
過
去
の
収
穫
量
を
基
に
、
99
割
の
割
の

収
量
を
補
償
す
る

収
量
を
補
償
す
る
全
相
殺
方
式

全
相
殺
方
式
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
全
相
殺
方
式
に
加
入
す
る
に
は
、
過
去

　
全
相
殺
方
式
に
加
入
す
る
に
は
、
過
去
55
か
年（
令
和

か
年（
令
和

22
年
～
令
和

年
～
令
和
66
年
分
）に
、
収
穫
し
た
お
米
の
全
量
を
Ｊ

年
分
）に
、
収
穫
し
た
お
米
の
全
量
を
Ｊ

Ａ
な
ど
、
自
分
以
外
の
乾
燥
施
設
に
依
頼
し
て
い
る
農
家

Ａ
な
ど
、
自
分
以
外
の
乾
燥
施
設
に
依
頼
し
て
い
る
農
家

の
方
で
、
乾
燥
施
設
の
収
穫
量
が
わ
か
る
書
類
の
提
出
が

の
方
で
、
乾
燥
施
設
の
収
穫
量
が
わ
か
る
書
類
の
提
出
が

必
要
で
す
。

必
要
で
す
。  （
Ｊ
Ａ
出
荷
分
は
不
要
）

（
Ｊ
Ａ
出
荷
分
は
不
要
）

　
自
家
乾
燥
調
製
し
て
い
る
農
家
で
も
、
過
去

　
自
家
乾
燥
調
製
し
て
い
る
農
家
で
も
、
過
去
55
か
年
か
年

（
令
和

（
令
和
22
年
～
令
和

年
～
令
和
66
年
分
）確
定
申
告
を
し
て
お
り
、
そ

年
分
）確
定
申
告
を
し
て
お
り
、
そ

の
関
係
書
類
等
で
収
穫
量
が
分
か
る
書
類
等
の
写
し
を

の
関
係
書
類
等
で
収
穫
量
が
分
か
る
書
類
等
の
写
し
を

提
出
す
る
こ
と
で
加
入
で
き
ま
す
。

提
出
す
る
こ
と
で
加
入
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

農
作
物
共
済（
麦
）

す
き
込
む
前
に
必
ず
連
絡
を
！ 

　
自
然
災
害
に
よ
る
発
芽
不
良
や
生
育

不
良
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
、
麦
ほ
場

の
一
部
ま
た
は
全
て
を
す
き
込
む
場
合

は
、
必
ず
事
前
に
最
寄
り
の
支
所
・
出

張
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

適
正
な
損
害
評
価
を
実
施
す
る
た

め
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
現
地
確
認
後
に
す

き
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

連
絡
な
く
す
き
込
ま
れ
た
場
合
は
、

共
済
事
故
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

被
害
申
告
は
お
忘
れ
な
く
！

　

被
害
が
発
生
し
減
収
が
見
込
ま
れ
る

場
合
や
、
未
刈
取
り
耕
地
が
あ
る
場
合

は
必
ず
被
害
申
告
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

加入
方式 地域インデックス方式 全

ぜんそうさい

相殺方式

加
入
要
件

10 ａ以上作付けしてい
る農家
※��加入申込後に書類等の

提出は必要ありません。

過去 5 か年分の収穫量が分か
る書類が必要になります。

　収穫したお米を全量 JA 等、
　自分以外の乾燥施設に依頼
　している方
　乾燥施設の収穫量が分かる
　書類を提出できる方

　確定申告をしており、その
　関係書類等で収穫量が分か
　る書類を提出できる方

支
払
要
件

市町の統計単収が基準単
収の１割を超えて減少し
た場合

収穫量が基準収穫量の 1 割
を超えて減少した場合

青色申告をされて
いる農家は、収入
保険への加入をお
すすめします。

水稲共済

水
稲
共
済
に加

入
し
ま
し
ょ
う

野
生
獣
か
ら
農
作
物
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

防除防除
情報情報

　
県
が
取
り
ま
と
め
た
令
和
６
年
度
の
野
生
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
状
況
を
見

　
県
が
取
り
ま
と
め
た
令
和
６
年
度
の
野
生
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
状
況
を
見

ま
す
と
、
数
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
、
被
害
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
と
推
測
さ
れ

ま
す
と
、
数
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
、
被
害
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
本
格
的
な
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
回
は
柵
に
よ
る

ま
す
。
本
格
的
な
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
回
は
柵
に
よ
る

被
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

被
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

１
、�

既
存
の
侵
入
防
止
柵
の
点
検
と
補
修
を
し
っ
か
り
行
う

		
��　

集
落
で
設
置
さ
れ
て
い
る
フ
ェ
ン
ス
、
溶
接
金
網
柵
で
は
、
地
際
を
中

　
集
落
で
設
置
さ
れ
て
い
る
フ
ェ
ン
ス
、
溶
接
金
網
柵
で
は
、
地
際
を
中

心
に
隙
間
(

心
に
隙
間
(1010
㎝
以
上
)や
穴
が
開
い
て
い
な
い
か
点
検
し
、
破
損
箇
所
を

㎝
以
上
)や
穴
が
開
い
て
い
な
い
か
点
検
し
、
破
損
箇
所
を

ト
タ
ン
板
や
防
風
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
早
め
に
補
修
し
ま
し
ょ
う
。
電
気
柵

ト
タ
ン
板
や
防
風
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
早
め
に
補
修
し
ま
し
ょ
う
。
電
気
柵

で
は
電
圧
が

で
は
電
圧
が
55
，，0
0
0

0
0
0
Ｖ
以
上
確
保
で
き
て
い
る
か
、線
の
間
隔
が

Ｖ
以
上
確
保
で
き
て
い
る
か
、線
の
間
隔
が
1515
(～(～

2020
)㎝
以
上
に
な
っ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
支
柱
、
柵
線
、

)㎝
以
上
に
な
っ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
支
柱
、
柵
線
、
碍碍が

い
が
い

子子しし

のの

老
朽
化
に
よ
る
漏
電
、
ア
ー
ス
、
電
牧
器
の
不
良
な
ど
が
な
い
か
確
認
し

老
朽
化
に
よ
る
漏
電
、
ア
ー
ス
、
電
牧
器
の
不
良
な
ど
が
な
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

２
、
新
し
く
柵
を
設
置（
追
加
）す
る

	�


	�
　　

近
年
、
多
獣
種
侵
入
防
止
柵「
お
じ
ろ
用
心
棒
」が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま

近
年
、
多
獣
種
侵
入
防
止
柵「
お
じ
ろ
用
心
棒
」が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
溶
接
金
網
の
上
部
に
電
気
を
通
す
支
柱
を
取
り
付
け
、
柵
線

す
。
こ
れ
は
溶
接
金
網
の
上
部
に
電
気
を
通
す
支
柱
を
取
り
付
け
、
柵
線

を
２
～
３
段
張
る
タ
イ
プ
の
柵
で
、
滋
賀
県
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
の
実

を
２
～
３
段
張
る
タ
イ
プ
の
柵
で
、
滋
賀
県
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
の
実

証
試
験
で
高
い
防
除
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
規
模
な
面
積
で
園

証
試
験
で
高
い
防
除
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
規
模
な
面
積
で
園

芸
品
目
を
作
付
け
す
る
場
合
は
、
新
た
な
柵
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
み

芸
品
目
を
作
付
け
す
る
場
合
は
、
新
た
な
柵
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
既
存
の
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
用
フ
ェ
ン
ス
、
溶
接
金
網

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
既
存
の
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
用
フ
ェ
ン
ス
、
溶
接
金
網

柵
に
追
加
す
る
こ
と
で
幅
広
い
獣
種
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

柵
に
追
加
す
る
こ
と
で
幅
広
い
獣
種
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

３
、�

柵
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

		
��　

い
ず
れ
の
柵
も
外
側（
侵
入
す
る
側
）は
見
通
し
を
よ
く
し
、
侵
入
の
形

　
い
ず
れ
の
柵
も
外
側（
侵
入
す
る
側
）は
見
通
し
を
よ
く
し
、
侵
入
の
形

跡
を
発
見
し
や
す
い
よ
う
最
低
で
も
柵
か
ら
２
ⅿ
の
間
に
あ
る
草
を
刈
り

跡
を
発
見
し
や
す
い
よ
う
最
低
で
も
柵
か
ら
２
ⅿ
の
間
に
あ
る
草
を
刈
り

払
う
か
、
可
能
な
ほ
場
な
ら
漏
電
対
策
を
兼
ね
て
除
草
剤
の
散
布
や
防
草

払
う
か
、
可
能
な
ほ
場
な
ら
漏
電
対
策
を
兼
ね
て
除
草
剤
の
散
布
や
防
草

シ
ー
ト
を
敷
設
し
ま
す
。
樹
木
の
枝
が
柵
の
上
を
越
え
て
伸
び
て
い
る
場

シ
ー
ト
を
敷
設
し
ま
す
。
樹
木
の
枝
が
柵
の
上
を
越
え
て
伸
び
て
い
る
場

合
は
、
サ
ル
か
ら
侵
入
さ
れ
な
い
よ
う
伐
採
か
枝
払
い
を
し
て
お
く
と
よ

合
は
、
サ
ル
か
ら
侵
入
さ
れ
な
い
よ
う
伐
採
か
枝
払
い
を
し
て
お
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
も
足
元
が
不
安
定
な
箇
所
で
の
作
業
に
な
り
ま
す

い
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
も
足
元
が
不
安
定
な
箇
所
で
の
作
業
に
な
り
ま
す

の
で
、
安
全
面
に
配
慮
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

の
で
、
安
全
面
に
配
慮
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
で
で
き
る
こ
と
に
は
限

　

個
人
で
で
き
る
こ
と
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
マ
ン
パ
ワ
ー

界
が
あ
り
ま
す
。
マ
ン
パ
ワ
ー

不
足
や
資
材
費
の
高
騰
を
考
慮

不
足
や
資
材
費
の
高
騰
を
考
慮

し
、
で
き
る
だ
け
集
落
、
仲
間

し
、
で
き
る
だ
け
集
落
、
仲
間

と
力
を
結
集
し
対
策
を
進
め
て

と
力
を
結
集
し
対
策
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

い
き
ま
し
ょ
う
。

「おじろ用心棒」の設置例
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耕
う
ん
や
代
か
き
な
ど
、
春
の
農

　

耕
う
ん
や
代
か
き
な
ど
、
春
の
農

作
業
が
本
格
的
に
始
ま
る
３
月
以
降

作
業
が
本
格
的
に
始
ま
る
３
月
以
降

は
、
農
作
業
中
の
事
故
が
起
こ
り
や

は
、
農
作
業
中
の
事
故
が
起
こ
り
や

す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
農
機
具
の
転
落
・
横
転
に
よ
る
下

　
「
農
機
具
の
転
落
・
横
転
に
よ
る
下

敷
き
」や「
作
業
機
の
回
転
部
に
巻
き

敷
き
」や「
作
業
機
の
回
転
部
に
巻
き

込
ま
れ
た
」と
い
っ
た
重
大
な
事
故
に

込
ま
れ
た
」と
い
っ
た
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
直
進
ア
シ
ス
ト
装

　

ま
た
、
近
年
は
直
進
ア
シ
ス
ト
装

置
が
装
備
さ
れ
た
農
機
具
が
普
及
し

置
が
装
備
さ
れ
た
農
機
具
が
普
及
し

て
き
て
い
ま
す
が
、
装
置
の
有
無
に

て
き
て
い
ま
す
が
、
装
置
の
有
無
に

よ
ら
ず
、
走
行
中
に
離
席
す
る
こ
と

よ
ら
ず
、
走
行
中
に
離
席
す
る
こ
と

は
大
変
危
険
で
す
。

は
大
変
危
険
で
す
。

　

農
作
業
を
行
う
際
は
、
基
本
的
な

　

農
作
業
を
行
う
際
は
、
基
本
的
な

安
全
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

基
本
的
な
安
全
対
策

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
す
る
。

・
首
や
腰
に
タ
オ
ル
を
巻
か
な
い
。

・
裾
や
袖
が
バ
タ
つ
く
服
装
で
作
業
を
行
わ
な
い
。

・
安
全
フ
レ
ー
ム
を
立
て
、
安
全
域
を
確
保
す
る
。

・
農
機
具
か
ら
降
車
す
る
際
は
走
行
、
可
動
部
を
停
止
す
る
。。

農機具共済

農
作
業
中
の
安
全
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

建物共済

共
済
証
券
の
様
式
と

共
済
約
款
の
確
認
方
法
の

変
更
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
４
月
１
日
責
任
開
始
分
か

　
令
和
８
年
４
月
１
日
責
任
開
始
分
か

ら
農
機
具
共
済
約
款
の
確
認
方
法
が
変

ら
農
機
具
共
済
約
款
の
確
認
方
法
が
変

わ
り
ま
す
。

わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
共
済
証
券
と
共
済
約

　
こ
れ
ま
で
は
、
共
済
証
券
と
共
済
約

款
を
封
筒
に
入
れ
て
お
届
け
し
て
い
ま

款
を
封
筒
に
入
れ
て
お
届
け
し
て
い
ま

し
た
が
、
共
済
約
款
に
つ
い
て
は
農
機

し
た
が
、
共
済
約
款
に
つ
い
て
は
農
機

具
共
済
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
組
合
の

具
共
済
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
く

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
く

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
変
更
に
際
し
ま
し
て
、
何
卒
ご
理
解

　
変
更
に
際
し
ま
し
て
、
何
卒
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
共
済
約
款
の
確
認
方
法

の
変
更
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
４
月
１
日
責
任
開
始
分
か

ら
建
物
共
済
証
券
の
様
式
と
共
済
約
款

の
確
認
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
共
済
証
券
と
共
済
約

款
を
封
筒
に
入
れ
て
お
届
け
し
て
い
ま

し
た
が
、
共
済
証
券
は
圧
着
用
紙
を
使

用
し
た
も
の
へ
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、

共
済
約
款
に
つ
い
て
は
建
物
共
済
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
共
済
掛
金
等
領
収
書
や
地
震

保
険
料
控
除
対
象
共
済
掛
金
証
明
書

（
総
合
共
済
に
加
入
す
る
住
宅
物
件
及

び
生
活
動
産
の
み
対
象
）に
つ
き
ま
し

て
は
、
様
式
変
更
後
も
共
済
証
券
に
付

属
し
ま
す
。

　
変
更
に
際
し
ま
し
て
、
何
卒
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農作業安全の啓発資料：農林水産省ウェブ
サイトからもお調べいただけます。
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/
sizai/s_kikaika/anzen/siryo.html#torakuta

園芸施設共済

　

園
芸
施
設
共
済
の
補
償
期
間
は
１

年
間
で
す
が
、
被
覆
期
間
の
短
い
育

苗
ハ
ウ
ス
は
、
加
入
時
に
被
覆
期
間

を
申
し
出
る
こ
と
で
通
年
被
覆
の
ハ

ウ
ス
と
比
べ
て
掛
金
等
が
大
幅
に
安

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
損
害
不
填
補
１
万
円
特

約
を
付
帯
す
る
こ
と
で
、
被
覆
材
被

害
等
の
小
さ
な
損
害（
損
害
額
が
１
万

円
を
超
え
る
場
合
）か
ら
補
償
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
補
償
期
間
内
で
あ
れ

ば
被
覆
期
間
に
関
わ
ら
ず
、
積
雪
や

急
な
突
風
に
よ
っ
て
パ
イ
プ
に
損
害

を
受
け
た
場
合
に
も
補
償
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

苗
づ
く
り
の
季
節
、

育
苗
ハ
ウ
ス
に
も
共
済
加
入
で
安
心
を

被覆期間 12 か月
掛金等

2,614 円

被覆期間 3 か月
掛金等

678 円

被覆期間が短いと
掛金等も安くなります！

・設置面積 100㎡
・パイプ径 25.4㎜
・経過年数 11 年超
・農 PO 0.075㎜押さえバンド

・被覆材使用年数１年
・補償割合 80％
・小損害不填補１万円特約付帯
・新規加入の場合

育苗期間の 
開始前にぜひ 

ご加入ください！

出典：農林水産省ウェブサイト
(https://www.maff.go.jp/j/seisan/
sien/sizai/s_kikaika/anzen/attach/
pdf/jikojoho-69.pdf)

安全キャブ・フレーム付き機種の利
用とヘルメット・シートベルト装着

出典：農林水産省ウェブサイト
(https://www.maff.go.jp/j/seisan/
sien/sizai/s_kikaika/anzen/attach/
pdf/jikojoho-69.pdf)

離席する際の可動部の停止

旧新 共済約款
共済約款

〒

                                                                               様

建物共済証券を
お届けします。

ＮＯＳＡＩ滋賀
滋賀県農業共済組合

親 展

共済事故は建物共済約款に記載されています。加⼊内容に関するお問い合わせは、管轄の⽀所・出張所へご連絡下さい。

居住⽤家屋及び⽣活動産について建物総合共済にご加⼊の場合、
「地震保険料控除対象共済掛⾦証明書」が付属します。

建物共済約款はパ
ンフレットもしく
はこちらからご確
認ください。→

⽀所・出張所名

地震保険料控除対象共済掛⾦証明書

共済⽬的 共済種類

作成⽇ 年 ⽉ ⽇
滋賀県農業共済組合
組合⻑理事 印

建建 物物 共共 済済 証証 券券

建物共済約款に従い建物共済契約を締結した証として共済証券を発⾏します。

住所

⽒名 様

証券番号 共済番号

証券
作成⽇ 年 ⽉ ⽇

共済関係
成⽴⽇ 年 ⽉ ⽇納⼊⽅法

共済責任期間 年 ⽉ ⽇ 〜 年 ⽉ ⽇まで か⽉間

滋賀県⼤津市梅林１丁⽬１４番１７号
滋賀県農業共済組合 組合⻑理事 印

建物の⽤途 共済掛⾦等
（円）

共済⾦額（万円）
建物

共済種類
建物№

建物の構造
葺

延⾯積
（㎡） 特約 建物の所在地

及び填補範囲

※この証明書は控除申告の場合以外は使⽤できません。
※この証明書は再発⾏いたしません。
※ 重複する内容の証明書を同時に使⽤することはできません。

建物共済掛⾦等領収書
⽒名 様
下記の掛⾦を領収しました。

共済責任期間 年 ⽉ ⽇
〜 年 ⽉ ⽇

建物の⽤途 共済⾦額（万円）
建物 共済掛⾦等（円）

共済掛⾦等領収⽇ 年 ⽉ ⽇
滋賀県⼤津市梅林1丁⽬14番17号
滋賀県農業共済組合 組合⻑理事 印

合計領収⾦額 円

証券番号 共済番号

⾃動継続回数 回

⾃動継続特約
開始⽇ 年 ⽉ ⽇

上記の通り、地震保険料控除（所得税法第77条）の対象となる
共済掛⾦であることを証明します。

住所

⽒名 様

責任期間 共済契約者の⽒名

か⽉間

共済掛⾦等（円） うち地震保険料控除
対象共済掛⾦（円） 備考

※掛⾦収納書をお持ちの場合、本紙をもって無効とします。

管轄地域 フリーダイヤル 電話番号

建 家具類

家具類

旧新
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令
和
７
年
保
険
期
間
の
農
業
収
入
金

額
は
、
ご
提
出
い
た
だ
い
た
確
定
申
告

書
類
に
基
づ
き
確
定
し
ま
す
。
確
定
し

た
農
業
収
入
金
額
が
補
て
ん
限
度
額
を

下
回
っ
た
場
合
に
、
保
険
金
等
の
支
払

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
保
険
期
間
の
基
準

収
入
金
額
は
、
確
定
し
た
令
和
７
年
分

の
農
業
収
入
金
額
を
含
め
た
過
去
５
年

分
の
農
業
収
入
金
額
の
平
均
額
を
基
本

と
し
て
、
規
模
拡
大
な
ど
保
険
期
間
の

営
農
計
画
を
考
慮
し
て
設
定
し
ま
す
。

　
後
日
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
よ
り
保

険
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
内

容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
収
入

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
や
営
農
計

画
を
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
す
み
や
か

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
相
次
ぐ
気
象
災
害
や
物
価
高
騰
な
ど
、
厳
し
い
状
況

に
あ
る
農
業
者
の
負
担
軽
減
と
リ
ス
ク
へ
の
備
え
を
強

化
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
の
収
入
保
険
に
つ
い
て
、

市
・
町
よ
り
保
険
料
の
一
部
助
成
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
令
和
８
年
度
に
実
施
さ
れ
る
市
・
町
は
、
分
か
り
次

第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■ 

税
務
申
告
書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す 

■

税
務
申
告
書
類
は
保
険
金
請
求
や

基
準
収
入
金
額
算
定
の
基
礎
と
な
り
ま
す

ご
提
出
い
た
だ
く
書
類（
個
人
の
場
合
）

▶そのほか、売上、作業受託、仕
入れ、雑収入、事業消費、期首
棚卸、期末棚卸等品目ごとに金
額が分かる書類があればご提出
ください。

・所得税の確定申告書第一表

・青色申告決算書（農業所得用）

・Ⓐ収入金額の内訳

市町村 対象 経営体数 助成金

大津市 新規加入者 7経営体 149,000 円

近江八幡市 新規加入者 5経営体 102,800 円

守山市 新規加入者
継続加入者 39経営体 1,794,900 円

甲賀市 新規加入者
継続加入者（一部） 33経営体 675,700 円

日野町 新規加入者 8経営体 107,900 円

豊郷町 新規加入者
継続加入者 9経営体 386,000 円

一部助成いただいた市町と金額（令和7年度実績）
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保
険
の
必
要
性

　
台
風
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
保
険
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
、
園
芸
施
設
共
済

に
加
入
し
ま
し
た
。

　
加
入
当
初
は
時
価
補
償
の
み

の
プ
ラ
ン
を
選
択
し
て
い
ま
し

た
が
、
契
約
更
新
の
際
に
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
か
ら
の
勧
め
も
あ

り
、
撤
去
費
用
と
復
旧
費
用
の

補
償
を
追
加
し
ま
し
た
。
加
入

時
か
ら
付
保
割
合
追
加
特
約
を

付
帯
し
、
付
保
割
合
は
１
０
０

％
で
し
た
が
、
よ
り
手
厚
い
補

償
内
容
に
す
る
こ
と
で
、
万
が

一
に
も
備
え
ら
れ
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

 

　
園
芸
施
設
共
済
加
入
前
に
経

験
し
た
台
風
に
よ
る
ハ
ウ
ス
の

倒
壊
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い
出

来
事
で
あ
り
、
自
然
の
脅
威
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り

災
害
の
規
模
が
拡
大
し
、
予
期

せ
ぬ
天
災
が
起
こ
る
可
能
性
が

高
ま
る
中
、
安
心
し
て
農
業
経

営
を
続
け
る
た
め
に
は
、
保
険

へ
の
加
入
が
欠
か
せ
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
を
は
じ
め
、

農
業
保
険
に
は
、
今
後
も
農
家

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
営
農
で

き
る
よ
う
に
支
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

安
心
材
料
の
収
入
保
険

　
大
学
生
の
時
、
祖
父
が
経
営

し
て
い
た
農
場
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
た
の
が
就
農
の
き
っ
か
け

で
し
た
。
自
然
の
中
で
働
く
こ

と
が
で
き
、
作
物
を
育
て
る
一

連
の
流
れ
を
見
届
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
農
業
の
面
白
く
魅

力
的
な
部
分
で
す
。

　
し
か
し
、
農
業
は
身
体
が
資

本
で
あ
り
、
自
然
を
相
手
に
す

る
た
め
天
候
や
生
育
具
合
に
左

右
さ
れ
る
不
安
定
な
仕
事
で
す
。

　
収
入
保
険
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職

員
の
推
進
で
知
り
、
令
和
2
年

か
ら
加
入
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

令
和
3
年
に
体
調
不
良
と
な
り
、

半
年
も
の
間
、
収
穫
や
植
え
付

け
と
い
っ
た
作
業
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
幸
い
に
も
休
ん
で

減
収
し
た
分
の
補
償
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
な
ん
と
か
翌
年

の
経
営
資
金
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は
心

の
底
か
ら
、
加
入
し
て
い
て
良

か
っ
た
と
安
心
で
き
ま
し
た
。

　
心
の
不
安
を
１
つ
消
し
て
く

れ
る
安
心
材
料
で
あ
る
収
入
保

険
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
販
路
を
拡
大

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
、
「
近
江
母
の
郷
」
や
「
旬

彩
の
森
」
と
い
っ
た
米
原
市
の

道
の
駅
で
の
み
販
売
し
て
い
る

の
で
、
米
原
市
以
外
の
お
客
さ

ま
の
手
に
も
届
く
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

野
洲
市

株
式
会
社
　
レ
イ
ク
ス
フ
ァ
ー
ム

代
表辻つ

じ

　市い
ち

太た

郎ろ
う

さ
ん（
50
歳
）

【
経
営
面
積
】

水
稲
25
㌶ 

麦
・
大
豆
16
㌶ 

子
実
コ
ー
ン
１ 

・
３
㌶ 

育
苗
用
ハ
ウ
ス
５
棟

米
原
市

北き
た

村む
ら

　夏な
つ

歩ほ

さ
ん（
32
歳
）

【
経
営
面
積
】

小
菊
・
イ
チ
ジ
ク
・

野
菜
な
ど
　
80
・
５
㌃

加入者の声
万が一の備えとして、園芸施設共済、収入保険に加入している

農業者に話を聞きました。

Voice!

園芸施設共済

収入保険

7



家
畜
診
療
所

東
部
診
療
グ
ル
ー
プ

　
　
　
益
野 

愛
実
　
獣
医
師

　
こ
ん
に
ち
は
。
み
な
さ
ん
は
、
人
だ
け
で
な
く

牛
に
も
病
気
を
防
ぐ
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ク
チ

ン
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
中
で

も
今
回
は
、
お
産
前
の
母
牛
に
打
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
ま
れ
て
き
た
子
牛
の
病
気
を
防
ぐ
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
牛
は
病
気
に
対
す
る
免
疫
を
持
た
ず
に
生
ま

れ
て
き
ま
す
。
お
産
後
す
ぐ
の
母
牛
の
お
乳
は 

「
初し

ょ

乳に
ゅ
う

」
と
い
っ
て
免
疫
成
分
や
栄
養
が
た
っ
ぷ

り
入
っ
て
い
ま
す
。
子
牛
は
こ
の
初
乳
を
飲
む
こ

と
で
、
病
気
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
牛
が
か
か
り
や
す

い
病
気
の
ワ
ク
チ
ン
を
お
産
前
の
母
牛
に
あ
ら
か

じ
め
打
っ
て
お
く
と
、
母
牛
が
病
気
に
対
す
る
免

疫
を
獲
得
し
て
、
そ
の
免
疫
が
お
乳
を
通
じ
て
子

牛
に
届
い
て
く
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
母
牛
に
打
つ
こ
と
の
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
は
い
く

つ
か
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
当
診
療
所
で
昨
年
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
「
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
」

と
い
う
菌
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
母
牛
に
打
つ
と

子
牛
の
下
痢
や
風
邪
が
減
る
こ
と
が
新
た
に
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
は
肥
育

牛
の
突
然
死
の
原
因
と
し
て
有
名
な
菌
で
す
が
、

子
牛
に
も
下
痢
な
ど
の
病
気
を
起
こ
す
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
今
回
調
査
し
た
牧
場
で
は
ク
ロ

ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
が
子
牛
の
病
気
の
原
因
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
母
牛
に
打
つ
こ
と

で
、
生
後
一
か
月
以
内
の
子
牛
の
病
気
が
な
ん
と

半
分
以
下
に
減
少
し
ま
し
た
！

　
病
気
の
予
防
に
は
、
そ
の
牧
場
で
発
生
し
て
い

る
病
気
の
原
因
に
合
わ
せ
た
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て

あ
げ
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
子
牛
の
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
は
ワ
ク

チ
ン
だ
け
で
な
く
、
子
牛
が
快
適
に
過
ご
せ
る
き

れ
い
な
環
境
を
整
え
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す

ね
。
今
一
度
見
直
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
子
牛
の

下
痢
や
風
邪
が
多
く
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度

獣
医
師
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

　
家
畜
共
済
で
は
、
牛
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
法
に
基
づ
く
ト
レ
サ
情
報

（
牛
個
体
識
別
情
報
）
が
非
常
に
重

要
で
す
。
特
に
期
首
引
受
時
、
期
末

調
整
時
、
事
故
発
生
時
に
は
正
確
な

情
報
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
家
畜
の
出
生
、
導
入
、
出
荷
、
死

亡
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

ト
レ
サ
情
報
の
迅
速
な
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

ト
レ
サ
登
録
の
お
願
い

診
療
所
だ
よ
り

母
牛
へ
の
ワ
ク
チ
ン
が

　
　
　
　
子
牛
の
病
気
を
防
ぐ
！

畜
産
農
家
の
方
へ
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甲
良
町

農
事
組
合
法
人
サ
ン
フ
ァ
ー
ム

法ほ
う

養よ
う

寺じ

　理
事

中
山
農
園

中な
か

山や
ま

　
凌り

ょ
う

輔す
け 

さ
ん（
30
）

▼
経
営
規
模
＝
ブ
ド
ウ
40
㌃
（
ハ
ウ
ス
10
棟
）

「３年先には１万房収穫できる予定。販路の拡大を考えていきたい」と笑顔で話す中山さん
滋賀発！

農業人

成長中の成長中の
「シャインマスカット」「シャインマスカット」

果肉が柔らかく甘みを果肉が柔らかく甘みを
しっかり感じられるしっかり感じられる
「あづましずく」「あづましずく」

ブドウ栽培に挑戦ブドウ栽培に挑戦
工夫を凝らした土づくり工夫を凝らした土づくり

　「
農
業
は
、
一
生
懸
命
手
を
か
け
て
物
が
で
き
る
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
」
と
話
す
の
は
、
甲
良
町
の
中
山
凌
輔
さ
ん
。

農
事
組
合
法
人
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
法
養
寺
の
農
地
を
担
っ
て
い

け
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
勉
強
を
兼
ね
て
自
身
で
農
園
を

経
営
す
る
。
農
園
で
は
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
な
ど
ブ

ド
ウ
７
品
種
の
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
農
園
で
は
ポ
ッ
ト
を
使
用
し
、
ブ
ド
ウ
の
根
域
制
限

栽
培
に
取
り
組
む
。
木
を
良
い
状
態
で
維
持
し
な
が

ら
、
土
に
は
バ
イ
オ
炭
や
バ
ー
ク
堆
肥
を
使
用
し
、
水

は
け
を
良
く
す
る
な
ど
良
質
な
土
づ
く
り
を
し
て
い

る
。
ポ
ッ
ト
は
、
側
面
に
細
か
く
穴
が
空
い
て
い
る

も
の
を
使
用
し
、
根
が
酸
素
を
取
り
込

み
や
す
い
よ
う
に
工
夫
す
る
。

「
こ
れ
か
ら
も
、
講
座
な
ど

に
参
加
し
て
土
づ
く
り
を

積
極
的
に
学
び
た
い
」
と

意
欲
的
だ
。

　
自
身
の
農
園
で
ブ
ド

ウ
栽
培
を
始
め
て
、
今

年
で
６
年
目
に
な
る
。

当
初
は
ハ
ウ
ス
１
棟
で
21

ポ
ッ
ト
だ
っ
た

が
、
現
在
は
パ
ー
ト

従
業
員
と
協
力
し
、
10

棟
で
１
５
５
ポ
ッ
ト
を
栽
培
し

て
い
る
。
「
１
年
目
は
出
来
が
良
か
っ
た
が
、
２
年
目

３
年
目
は
房
の
状
態
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
話

し
、
そ
の
経
験
か
ら
「
欲
張
ら
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と

学
ん
だ
。
果
樹
は
地
力
や
木
の
状
態
が
重
要
で
、
１
年

ご
と
に
そ
れ
ら
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
状
態
で
挑
め
る

わ
け
で
は
な
い
。
良
い
状
態
を
常
に
維
持
す
る
こ
と
が

大
切
。
若
い
う
ち
に
失
敗
を
経
験
で
き
て
よ
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
に
生
か
し
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
ブ
ド
ウ
は
庭
先
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア

や
Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
の
直
売
所
、
道
の
駅
「
せ

せ
ら
ぎ
の
里
こ
う
ら
」
、
町
内
の
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
販
売
し
、
甲
良
町
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
出
品
し
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
、
「
自
前
の
直

売
所
を
設
立
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
な
ど
の

予
想
で
き
な
い
事
態
に
備
え
て
、
個
別
販

売
に
も
力
を
入
れ
た
い
」
と
意
気
込
む
。
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新
名
神
高
速
道
路
の
甲
賀
土
山
イ
ン
タ
ー

か
ら
国
道
１
号
線
を
鈴
鹿
方
面
へ
進
む
と
、

木
造
の「
道
の
駅
あ
い
の
土
山
」が
見
え
て
き

ま
す
。

　
建
築
家
の
隈く

ま

研け
ん

吾ご

氏
が
設
計
を
担
当
さ

れ
、
２
０
２
５
年
８
月
１
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
甲
賀
市
は
、
24
年
に
県
内
の
林
業
が
衰
退

し
な
い
よ
う
、
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
地
域
材
木
の
循
環
型
社
会
を
目
指
す

「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」宣
言
を
し
て
い
て
、
滋

賀
県
産
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
道
の

駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
店
内
で
は
、
厳
選
さ
れ
た
土
山
茶
・
か
ぶ

せ
茶
を
は
じ
め
、
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
、
地

酒
や
特
産
品
を
取
り
そ
ろ
え
、
ま
た「
道
の

駅
あ
い
の
土
山
」で
し
か
購
入
で
き
な
い
、

「
た
む
ら
の
杜
シ
リ
ー
ズ
」土
山
茶
を
使
っ
た

抹
茶
と
ほ
う
じ
茶
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
な
ど
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
甲
賀
市
産
の
も
ち
米
を
使
用
し
た

お
こ
わ
屋
レ
ス
ト
ラ
ン「
い
く
野
」で
は
、
ひ

と
手
間
か
か
っ
た
お
料
理
で
ぜ
い
た
く
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
館
２
階
に
は
、
定
員
20
人
の
会
議
室
や

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
地
域
の

人
の
交
流
の
場
や
情
報
交
換
が
で
き
る
場
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。
別
館
に
は
、
会
議
や
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
可
能
な
40
人
定
員
の
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
も

担
え
る
よ
う
に
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
あ

い
の
土
山
は
地
域
が
活
性
化
し
、
に
ぎ
わ
う

甲
賀
市
に
な
る
た
め
の
入
り
口
に
な
れ
た
ら

良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
西
田
春
江
駅
長
。

　
春
を
迎
え
桜
や
新
緑
の
時
期
に
是
非
一

度
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

天井が高く開放感がある店内 甲賀土山 ICから車で約７分、
遠くからでも目を惹く外観

「土山茶」「かぶせ茶」など
品ぞろえが豊富旧東海道にちなんだピクトグラム

さがしてみてね！
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　組
合
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　Ｎ
О
Ｓ
Ａ
Ｉ
滋
賀
で
は
、
日
頃
よ
り
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
徹
底
と
運
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
取
り
組
み
、

共
済
掛
金
等
の
納
入
方
法
を
現
金
か
ら
口
座
振
替
に
移

行
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
指
定
口
座
を
事
前
に
登
録
い
た
だ
く
こ
と
で
、
口
座

振
替
に
よ
る
掛
金
等
の
納
入
が
可
能
で
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

退
職
職
員（
令
和
８
年
３
月
31
日
付
）

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

農
業
共
済
新
聞
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
農
業
共
済
新
聞
は
、
農
家
を
対
象
に
営
農
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

購
読
の
申
し
込
み
は
、
本
所
企
画
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
☎
０
７
７–

５
２
４–

５
６
７
８
）

種郵便物認可）

２０２５年７月１週号

第３５５７号

１

２０２５年（令和７年）７月２日

公益社団法人全国農業共済協会

毎週水曜日 月4回発行

動
る
す
粛
自
を
行
旅
日
訪
で
湾
台

日
５
月
７
は
端
発
。
る
い
て
出
が
き

う
の
と
る
き
起
が
震
地
大
で
本
日
に

起
に
言
予
の
家
画
漫
の
本
日
。
さ
わ

ど
な）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（ト
イ
サ
流
交
、
し
因

現
、
が
官
長
庁
象
気
の
本
日
。
散
拡
に
外
内
国
で

不
は
知
予
の
所
場
や
時
日
の
震
地
は
で
学
科
の
在

省
境
環
▼
に
態
事
る
す
調
強
と」
マ
デ
「し
と
能
可

、
め
と
ま
を
拠
根
的
学
科
の
動
変
候
気
の
新
最
が

を
見
知
的
学
科
ど
な
」
い
な
は
で
い
せ
の
動
活
間

見
く
重
を
状
現
る
い
て
れ
ふ
あ
が
報
情
る
す
視
無

対
化
暖
温
。
増
急
が
稿
投
で
年
半
こ
こ
に
特
。
た

摘
指
を
響
影
の
権
政
米
プ
ン
ラ
ト
な
的
定
否
に
策

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
は
で
査
調
の
省
務
総
▼
る
あ
も
声
る
す

割
４
は
人
た
し
認
誤
と
い
し
正
を
報
情
誤
・
偽
の

拡
に
ど
な
人
友
や
族
家
が
人
１
に
人
４
、
え
超
を

容
内
の
き
驚
「は
由
理
散
拡、
だ
た。
た
い
て
し
散

知
工
人
は
年
近
。
代
時
の
多
過
報
情
▼
い
な
は
意

ま
込
じ
信
を
報
情
偽
、
し
使
駆
も
ど
な）
Ｉ
Ａ
（能

力
る
め
極
見
を
偽
真
。
る
あ
も
例
る
す
と
う
よ
せ

）
２
・
７
・
５
２
０
２
（

之
国
林
小

と
と
論
議
手
い
担
の
地
農

を
地
農
、
は
の
な
切
大
に
も

か
の
る
す
用
活
に
う
よ
の
ど

方
り
あ
の
用
利
地
土
う
い
と

地
農
ま
い
。
る
あ
で
論
議
の

な
ま
ざ
ま
さ
は
に

眼
差

が
し境

環
「
。
る
い
て
れ
ら
け
向

美
う
い
と
」
立
両
の
業
農
と

ば
え
例
、
に
元
の
念
理
い
し

も
設
施
電
発
光
陽
太
型
農
営

る
い
て
し
と
う
よ
れ
ら
め
進

て
い
向
に
電
発
光
陽
太
、
が

生
業
農
は
地
農
な
う
よ
る
い

農
営
。
る
い
て
い
向
も
に
産

い
お
に
域
地
い
し
厳
の
件
条

、
ず
き
で
分
十
も
電
発
は
て

な
れ
わ
行
も
体
自
産
生
業
農

始
れ
ら
見
も
態
事
う
い
と
い

。
る
い
て
め

、
が
だ
ス
ネ
ジ
ビ
は
業
農

ネ
ジ
ビ
の
求
追
益
収
的
期
短

そ
。
い
な
は
で
ス

の
幹
根
の
そ
て
し

所
て
い
つ
に
地
農

民
国
を
方
り
あ
の
用
利
と
有

な
う
よ
る
き
で
論
議
で
体
全

い
ら
か
側
業
農
を
け
か
げ
投

が
れ
そ
。
か
の
る
き
で
に
か

。
る
い
て
れ
ら
め
求

農
院
学
大
学
大
道
海
北
（

）
授
教
准
院
究
研
学

進
が
定
策
の
画
計
域
地

れ
さ
表
公
が
果
結
の
そ
、
み

が
体
治
自
は
画
計
域
地
。
た

な
に
と
こ
る
く
つ
て
し
導
主

業
農
は
て
し
と
実

も
Ａ
Ｊ
や
会
員
委

。
る
い
て
し
た
果
を
割
役

数
画
計
の
り
た
当
体
治
自

理
の
度
制
の
こ
、
と
る
見
を

は
で
国
全
。
る
が
上
び
か

・
２
は
道
海
北
、
区
地
６
・

的
域
広
で
内
体
治
自
は
れ
こ

こ
う
い
と
た
て
立
を
画
計
な

具
で
位
単
落
集
。
る
あ
で
と

う
合
し
話
を
手
い
担
な
的
体

的
目
が
体
自
と
こ
つ
持
を
場

の
で
域
地
、
も
度
制
の
こ
の

こ
る
く
つ
を
場
の
い
合
し
話

職
る
す
当
担
、
さ
し
難
の
と

然
厳
う
い
と
足
不
手
人
の
員

を
想
理
、
で
前
の
実
事
る
た

。
る
い
に
ず
き
で
現
実

に
論
議
的
民
国
方
り
あ
の
用
利
地
農

べらる
えみ「、

もで人
るあが

心関も
てとに

題問境
環

る」や「統一省エネラベル」など環境ラベル付き商

品を選択しているのは３割程度にとどまることが分

かった。消費者庁が2025年版消費者白書で公表した。

消費者が環境配慮商品を知ったきっかけの約８割

は「商品パッケージ」で、環境ラベルは３割台とな

った。さらに、環境ラベル付きの商品を選択してい

％、「どちらともいえない」は6.2％だった。

　環境ラベルが十分に認識されていない、あるいは

事業者に活用されていない可能性があると分析。消

費者の行動変容の促進へ認知度向上などが課題とな

っている。

環境ラベル関心低く

環境問題への関心の程度と環境ラベル付き商品の選択

•主な記事主な記事•

聞
新
済
共
業
農

面
２

合
総
合

成
形
格
価
な
正
適

む
進
討
検
み
組
仕

▲
２

合
総
面

      

合

足
発
が
連
議
造
創
来
未
で
派
党
超

面
３

険
保
入
収
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ま
す

ツ
コ
の
凍
冷
ト
マ
ト
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ピ
シ
レ
り
や
ん
ひ

記
も
ど
な
針
方
る
図
を
減
低
の
ト
ス
コ

。
た
し
述Ｑ

。
い
き
大
はＡ

む
進
が
足
不
手
い
担
や
化
齢
高

生
は
及
普
・
発
開
の
術
技
な
た
新
、
中

な
せ
か
欠
に
化
強
・
持
維
の
盤
基
産

、
で
方
一
。
い

一
と
備
整
盤
基

を
入
導
に
的
体

合
場
る
め
進

中
た
え
据
見
も
後
今
の
発
開
術
技
、
は

。
だ
切
大
も
討
検
の
ら
か
点
視
な
的
期

を
識
知
門
専
や
入
導
の
機
農
は
に
府
政

生
、
ど
な
保
確
・
成
育
の
材
人
る
す
有

や
細
め
き
た
え
ま
踏
を
情
実
の
場
現
産

れ
ら
め
求
が
化
強
・
実
充
の
援
支
な
か。

る

。
た
し
と
る
げ
な
つ
に
ど
な
良
改
の
でＱ

。
は
と
式
方
産
生
な
た
新

Ａ

い
す
や
し
穫
収
が
機
穫
収
動
自

走
が
車
搬
運
動
自
、
や
換
転
の
へ
種
品

明
を
ど
な
備
整
の
道
業
作
い
す
や
し
行

走
動
自
つ
つ
し
進
推
を
備
整
盤
基
た
し

草
ン
コ
モ
リ
、
栓
水
給
動
自
や
機
農
行

山
中
に
ら
さ
。
る
す
入
導
も
ど
な
機
刈

供
・
発
開
の
術
技
た
し
応
対
に
域
地
間

ど
な
注
受
の
業
作
門
専
、
て
せ
併
と
給

械
機
業
農
て
じ
通
を
ど
な
保
確
・
成
育

Ｑ

。
は
標
目
の
積
面
地
農

Ａ（
た
し

制
抑
の
用
転
地
農
な
序
秩
無
、
中
る
す

期
早
の
地
農
廃
荒
な
能
可
用
利
生
再
や

な
好
良
に
特
。
る
め
進
を
用
利
正
適
の

向
に
保
確
の
地
農
た
え
備
を
件
条
農
営

い
つ
に
全
保
・
備
整
盤
基
の
地
農
、
け

区
大
、
つ
つ
し
携
連
と
画
計
域
地
は
て

理
管
の
ど
な
理
管
水
・
り
刈
草
や
化
画

の
田
水
、
備
整
化
力
省
の
業
作

汎
用
化

施
利
水
。
る
す
進
推
を
ど
な
化
地
畑
・

期
適
、
へ
全
保
な
的
続
持
の
能
機
の
設

後
の
化
度
高
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化
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効
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理
管
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新
更

。
だ
ん
込
り
盛
も
ど
な
し
押Ｑ

用
利
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的
率
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適
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い
つ
にＡ

し
記
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と
く
い
で
ん
組
り
取
に
的
中
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準
水
産
生
も
で
下
少
減
の
者
業
農
。
た

用
活
を
術
技
同
、
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よ
る
き
で
持
維
を

を
換
転
な
的
極
積
の
へ
式
方
産
生
た
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ス
た
し
立
成
年
昨
、
げ
掲
を
針
方
る
図

成
育
材
人
と
及
普
・
発
開
の
術
技
、
き

。
る
す
進
推
を
ど
なＱ

。
は
制
体
た
け
向
に
入
導
術
技

Ａ

大
、
者
業
事
間
民
や
者
業
農
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ど
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体
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公
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術
技
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た
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築
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進
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業
農
ど
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。
る
す
信
発
・

発
開
の
術
技
い
高
が
度
易
難
発
開
、
く

発
開
、
り
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業
事
間
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ポ
基
本
計
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ま
い
て
じ
感
を
問
疑
は
に
と
こ
た

、
し
力
協
に
整
調
給
需
、
た
ま
。
す

米
蓄
備
た
れ
ら
取
い
買
に
国
で
価
安

わ
使
に
め
た
る
げ
下
を
格
価
場
市
が

ち
持
気
い
な
せ
る
や
も
に
況
状
る
れ

政府が価格引き下げへ今年の米 現場の声

格
価
は
府
政
、
け
受
を
り
ま
止
高
・
昇
上
価
米
く
続
ら
か
夏
昨

せ
寄
を
い
思
の
今
と
り
く
づ
米
の
年
今
、
に
者
営
経
手
い
担
の
地

約
る
す
営
経

を
ど
ん

、
が
た
し
ま
け

。
た
し
ま
え
替
り
切
と
へ
米
用
食
主

な
理
管
水
も
後
今
、
で
調
順
も
柄
作

い
し
い
お
も
年
今
、
り
配
を
気
に
ど

、
け
受
を
騰
高
価
米
の
ら
か
年
昨

家
農
る
す
新
更
を
具
機
農
は
で
域
地

出
が
し
兆
い
る
明
、
ど
な
る
え
増
が

整
調
給
需
、
だ
た
。
す
ま
い
て
き
て
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き
大
、
中
る
す
騰
高
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な
ま

が
準
水
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現
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況
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う
い
と
な

れ
入
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雇
、
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と
こ
く
い
て
い
続

い
と
く
い
て
し
や
増
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積
面
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が
な

。
す
ま
い

と
く
続
が
格
価
の
今
、
え
い
は
と

、
在
現
。
ん
せ
ま
え
思
も

乾
。
す
ま
い
て
れ
入
り
取
を
播
直
水

ら
か
年
今
、
れ
入
に
野
視
も
播
直
田

続
り
作
を
米
。
た
し
ま
め
始
を
強
勉

ざ
ま
さ
ど
な
料
肥
。
す
で
じ
感
た
れ

な
も
と
こ
う
い
と
た
し
や
増
を
米
用

Ｊ
を
量
全
で
々
半
と
米
用
工
加
、
く

。
す
ま
し
荷
出
に
Ａ

見
で
線
目
者
費
消
を
価
米
の
在
現

い
て
し
り
が
上
値
に
倍
が
米
た
い
て

な
ら
か
分
も
ち
持
気
い
ど
ん
し
。
る

。
す
で
い
な
は
く

、
は
出
放
米
蓄
備
の
府
政
、
だ
た

正
が
の
い
な
く
白
面
は
て
し
と
家
農

格
価
る
き
で
産
生
再
。
ろ
こ
と
な
直

過
給
供
は
降
以
産
年
来
、
で
方
一

に
い
多
も
落
暴
の
格
価
、
り
な
に
剰

政
。
す
ま
い
て
し
配
心
と
る
う
り
あ

持
維
ス
ン
ラ
バ
給
需
の
食
主
、
は
府

従
て
い
つ
に
ど
な
量
庫
在
・
量
産
生

提
・
握
把
の
で
度
精
い
高
に
上
以
来

ま
。
す
ま
い
て
じ
感
と
だ
要
重
が
供

じ
生
が
和
緩
幅
大
の
給
需
に
仮
、
た

す
戻
い
買
て
し
と
用
蓄
備
は
に
際
た

な
軟
柔
る
が
な
つ
に
定
安
営
経
ど
な

を
合
割
の
用
食
主
、
ちて（

用
料
飼

、
つ

む
ぬ
き
「
も
部
一
の
シ
コ
ロ
モ
ウ
ト

。
た
し
ま
え
替
り
切
に
ど
な
」
め
す

食
中
の
店
販
量
に
主
は
米
用
食
主

政
。
す
ま
い
て
し
販
直
に
ど
な
け
向

価
の
後
今
り
あ
も
出
放
の
米
蓄
備
府

、
の
の
も
い
な
き
で
測
予
は
格

。
す
で
い
た
し
い
願
お
を
応
対

な
定
安
不
が
向
動
の
米
用
食
主

き
続
き
引
に
め
た
の
定
安
営
経
、
中

生
約
契
の
米
酒
い
く
に
し
動
変
格
価

考
と
う
こ
い
て
し
視
重
を
売
販
・
産

原
が
蔵
酒
の
先
引
取
。
す
ま
い
て
え

こ
今
の
境
苦
で
ど
な
足
不
の
米
料

強
を
性
係
関
し
持
維
を
量
約
契
、
そ

。
す
ま
い
で

農
は
と
こ
る
げ
下
を
格
価
、
は
私

だ
と
こ
る
げ
下
を
値
価
の
事
仕
の
家

産
生
、
て
め
せ
、
ば
れ
あ
で
の
る
げ

や
後
年
５
に
者

、
え
据
見
を
後
年

な
う
よ
る
け
い
て
し
産
生
て
し
心
安

。
す
で
い

だ
米
は
の
る
れ
ま
生
ら
か
ぼ
ん
田

光
観
の
須
那
。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
け

を
系
態
生
や
景
風
園
田
る
あ
で
源
資

る
い
て
し
持
維
を
域
地
村
農
、
り
守

。
す
で
家
農
は
の

日
る
い
て
れ
さ
価
評
も
ら
か
外
海

域
地
間
山
中
、
は
幹
根
の
値
価
の
本

き
て
け
続
り
守
ら
か
く
古
、
め
含
を

」
い
た
り
作
を
米
「
は
に
域
地
。
す

ま
い
も
者
若
た
し
農
就
で
業
兼
と

安
、
い
高
が
格
価
の
粒
米
に
単
。
す

、
め
含
を
模
規
小
中
、
く
な
は
で
い

て
し
残
う
ど
に
来
未
を
作
稲
の
本
日

向
を
心
関
も
民
国
も
国
、
に
か
く
い

。
す
で
い
し
ほ
て
け

ド
ン
ラ
ブ
米
、
町
須
那
県
木
栃
▽

約
稲
水
、
店
本
作
稲

の
ひ
さ
あ
「
に
心
中
を
」
リ
カ
ヒ

、
）
ど
な
」
星
の
ぎ
ち
と
「
」
夢。

歳

。
す
で
い
た
き
い
て
し
に
固

田
社
会
限
有
、
町
頭
八
県
取
鳥
▽場

農
中

０
１
稲
水
、
役
締
取
表
代

。
歳

子
梨
真
の
妻
、
は
㊨
ん
さ
上
井

（ん
さ

り
取
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培
栽
に
共
と）

む
組

あ
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り
わ
変
に
と
こ
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け

効
・
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力
省
。
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せ
ま
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進
に
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率
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の
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え
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し
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仙
大
県
田
秋
▽
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仙
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。
歳
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費
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。
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た
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ど
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の
費
件
人

あ
で
価
対
き
べ
る
あ
来
本
た

下
現
、
は
出
放
の
米
蓄
備

て
え
考
と
当
妥
は
で
況
状
の

ぐ
防
を
大
拡
入
輸
。
す
ま
い

大
は
定
安
の
給
需
も
に
め
た

。
す
で
切

か
す
残
う
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を
作
稲

を
価
対
き
べ
る
あ
来
本

応
対
に
動
変
格
価
で
化
率
効

ん
さ
朗
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敬
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町
須
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県
木
栃

ん
さ
志
里
中
田
・
町
頭
八
県
取
鳥

ん
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顕
田
須
小
・
市
仙
大
県
田
秋

実委割
役自見

を
上
び
か
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て
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。
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て
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情
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Ａ
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２
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２
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光
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。
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Ａ
Ｊ

。
る
い
て
し

数
画
計
の
り
た

理
の
度
制
の
こ

は
で
国
全

・
２
は
道
海

的
域
広
で
内
体
治
自

こ
う
い
と
た
て
立
を
画
計
な

具
で
位
単
落
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入
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仙
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Ｎ
Ｓ
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７
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収
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蓄
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の
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輸
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　お産後すぐの母牛のお乳は、「〇〇」といって免疫
成分や栄養がたっぷり入っています。
　○に入る言葉は次のうちどれでしょうか？

①初乳　②乳糖　③乳脂肪

　青色申告は、申告納税制度の根幹を成すも
のとして多くの方が利用しています。大幅な節
税が可能で、最大〇万円の控除が受けられます。
○に入る言葉は何でしょうか？
①３　　②20　　③65
答えは、「③65」でした。
154名からご応募がありました。ありがとうご
ざいました。
今回もご応募お待ちしております。

※NOSAIクイズへの応募によって得られた個人情報は、クイズの賞品の抽選と今後の広報紙作成の参考意見として利用する以外、その他の目的に利用することはありません。

前回の
こたえ

正解者の中から抽選で30名の方に賞品をプレゼントします。当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

 応募方法 	ハガキに①クイズの答え②郵便番号・住所 ③氏名 ④年齢 	
	 ⑤電話番号 ⑥ご意見・ご感想を記入してご応募ください。
 応募先 	 〒520-0051 大津市梅林一丁目14番17号
　　　　　	滋賀県農業共済組合 企画グループ 行

①答え ○○○
②〒・住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥ご意見・ご感想

〒520-0051切
手 大

津
市
梅
林

　一
丁
目
14
番
17
号

滋
賀
県
農
業
共
済
組
合

　企
画
グ
ル
ー
プ 

行

オモテ ウ　ラ

オ
モ
テ

ウ 

ラ ①答え ○○○
②〒・住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥ご意見・ご感想

〒520-0051切
手 大

津
市
梅
林

　一
丁
目
14
番
17
号

滋
賀
県
農
業
共
済
組
合

　企
画
グ
ル
ー
プ 

行

オモテ ウ　ラ

応募締切り
令和8年5月13日水当日消印有効

特殊詐欺の被害に遭わないために特殊詐欺の被害に遭わないために
キャッシュカードは渡さない！！！キャッシュカードは渡さない！！！
暗証番号は教えない！！！暗証番号は教えない！！！
キャッシュカードを
「封筒に入れて保管して下さい」「交換します」
「暗証番号を教えて下さい」は

全部サギ！！！全部サギ！！！

滋 賀 県 警 察 か ら の お 知 ら せ




